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1．本研究の背景 
高齢者をとりまく状況は、この 10 年で大きく変化している。65 歳以上の世帯に着目す

ると、高齢夫婦のみ世帯、高齢独居世帯が高齢者世帯の半数を占める。さらに 1997 年か

ら 2008 年の 11 年間に、高齢独居世帯は約 2 倍に増加している。このような増加は都市

部で著しく、今後さらに増加が予測される。独居高齢者の増加、要介護高齢者の増加が、

特別な現象ではない昨今において、要介護状態となっても、可能な限り住み慣れた地域

で過ごすための生活の質向上という視点を検討していくことが求められている。 

 

2．研究目的 
本研究は、要介護独居高齢者の生活満足度に関連する要因を明らかにすることである。 

 

3．調査方法 

1)調査対象者 

東京都内在住で、要介護度（要支援・要介護）の認定を受け在宅介護サービス（訪問サ

ービス・通所サービス）を利用している 65 歳以上の独居高齢者 64 名である。 

2)調査方法 

質問紙による訪問面接聞き取り調査 

3)調査項目 

（1）基本属性 

性別、年齢、介護度、子どもの有無、子どもの住まい、独居経緯、独居年数、 

住居形態、居住年数、生活費、収入源、学歴、病気の有無、今後の独居希望 

（2）在宅介護サービスの利用状況 

   通所（介護、リハビリ）、訪問(介護、リハビリ、看護)の利用有無、利用回数 

 （3）ソーシャルサポート 

手段的サポート〔日常の世話をしてくれる人の有無〕 

・家族、近隣、友人（インフォーマルサポート） 

・在宅サービス－訪問介護、訪問看護（フォーマルサポート） 

情緒的サポート〔心配や悩みを聞いてくれる人の有無〕 

・家族、近隣、友人（インフォーマルサポート） 

・在宅サービスの専門職（フォーマルサポート） 

（4）主観的健康感 

(5) 精神的自立性尺度 

下位尺度：目的志向性、自己責任性 

(6) 生活満足度尺度 K life satisfaction index K（LSIK） 

下位尺度：人生全体の満足、心理的な安定、老いの評価 

4)分析方法 

2 変数間の関連性の分析を行い、カテゴリー変数は、t検定または一元配置分散分析

を用いた。量的変数は、相関係数を求めた。その結果、有意となった変数を独立変数と

し、生活満足度を従属変数とする重回帰分析を行った。統制変数は、性別、年齢とした。 
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4．結果 

生活満足度と各要因との間に関連性が認められた変数は、介護度 3 区分、主観的健康感、精

神的自立性、訪問介護利用有無、相談する家族の有無の 5 要因であった。重回帰分析の結果、

介護度が高くなるほど生活満足度が低くなることを示し（ｐ＜.01）、寄与率は 18％であった。また、

介護度の影響を除いても、精神的自立性が高いと生活満足度も有意に高い（ｐ＜.01）ということが

わかった。寄与率は 43%であった。ソーシャルサポート（インフォーマル：相談する家族の有無、フ

ォーマル：ヘルパーの利用有無）は、生活満足度には有意な関連は認められなかった。 

 

5．考察 

    介護度が高くなると生活満足度が低くなるという結果には、自分の思い通りに身体の自由が

利かない不便さや歯がゆさ、他人の世話にならなければならないことに対する負い目などネガ

ティヴな感情が影響していると考えられる。次に、鈴木ら（2003）は、精神的自立性は、「趣

味や楽しみ」があり、「人生に目的」をもち、「何か夢中になれること」があり、「人のた

めになれることをしたい」という『目的志向性』や、「自分で判断」し、「自分の意見」

をもち、「自分の考えに責任をもつ」といった『自己責任性』から構成されるとしている

が、今回の調査で、『目的志向性』『自己責任性』が高い者は、生活満足度が高いことが

示された。最後に介護度や本人の認識の影響をコントロールしてもソーシャルサポート

と生活満足度がなぜ関連しなかったのかについである。フォーマル（介護サービス）、イ

ンフォーマル（家族、親戚、友人）のサポート共に、介護度や本人のニーズに応じた充

分なサービスが得られていない可能性が考えられる。 

今後の課題として、要介護独居高齢者の生活を支えるフォーマルサポートとしての介

護保険サービスが生活の満足にどう影響しているのかという視点からの評価も必要だと

考える。 
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